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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するためのデータ領域の記録状態を示
す記録管理情報を更新する装置であって、
　前記追記型情報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに
備え、
　前記データ領域は、少なくとも一つの記録区域から構成され、
　前記記録管理情報は、前記少なくとも一つの記録区域の各々の記録区域に対応する記録
済み領域の最終位置を示す最終記録アドレスを含み、
　前記装置は、
　前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報記録媒体からの情報の再
生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、
　前記ヘッド部の動作を制御する制御部と
　を備え、
　前記制御部は、前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出したか否か
を判定し、
　欠陥領域を検出したと判定した場合には、前記最終記録アドレスが、前記欠陥領域の最
終アドレスから、前記欠陥領域より後続にある前記記録区域内の記録済み領域の最終アド
レスまでに含まれる記録済み領域のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新し、
　前記ヘッド部を制御して、更新した前記記録管理情報を、前記記録管理領域に記録する
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、装置。
【請求項２】
　前記装置は、さらに前記ヘッド部から得られる再生信号を基に、前記追記型情報記録媒
体のうちの未記録領域を探索するための探索部を備え、
　前記制御部は、前記情報記録媒体上の実際の最終記録済み位置と、前記最終記録アドレ
スが示す位置が一致しない場合であっても、正しい記録位置を示す記録可能アドレスを決
定するために、前記最終記録アドレスの次のアドレスから後続のアドレス方向に向かって
未記録領域を探索するように前記探索部を制御し、
　前記制御部は、前記探索部により検出された未記録領域の先頭アドレスを前記記録可能
アドレスに決定する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記追記型情報記録媒体は、欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための
欠陥管理領域をさらに備え、
　前記制御部は、前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出した場合に
は、前記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する、請
求項１に記載の装置。
【請求項４】
　追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するためのデータ領域の記録状態を示
す記録管理情報を更新するための集積回路であって、
　前記追記型情報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに
備え、
　前記データ領域は、少なくとも一つの記録区域から構成され、
　前記記録管理情報は、前記少なくとも一つの記録区域の各々の記録区域に対応する記録
済み領域を示す記録済み領域アドレスを含み、
　前記集積回路は、
　前記追記型情報記録媒体への記録再生動作を制御する制御部
　を備え、
　前記制御部は、前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出したか否か
を判定し、
　欠陥領域を検出したと判定した場合には、前記最終記録アドレスが、前記欠陥領域の最
終アドレスから、前記欠陥領域より後続にある前記記録区域内の記録済み領域の最終アド
レスまでに含まれる記録済み領域のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新し、
　更新した前記記録管理情報を、前記記録管理領域に記録するように制御する、集積回路
。
【請求項５】
　前記集積回路は、さらにレーザ光を照射して得られる再生信号を基に、前記追記型情報
記録媒体のうちの未記録領域を探索するための探索部を備え、
　前記制御部は、前記情報記録媒体上の実際の最終記録済み位置と、前記最終記録アドレ
スが示す位置が一致しない場合であっても、正しい記録位置を示す記録可能アドレスを決
定するために、前記最終記録アドレスの次のアドレスから後続のアドレス方向に向かって
未記録領域を探索するように前記探索部を制御し、
　前記制御部は、前記探索部により検出された未記録領域の先頭アドレスを前記記録可能
アドレスに決定する、請求項４に記載の集積回路。
【請求項６】
　前記追記型情報記録媒体は、欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための
欠陥管理領域をさらに備え、
　前記制御部は、前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出した場合に
は、前記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する、請
求項４に記載の集積回路。
【請求項７】
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　追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するためのデータ領域の記録状態を示
す記録管理情報を記録する方法であって、
　前記追記型情報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに
備え、
　前記データ領域は、少なくとも一つの記録区域から構成され、
　前記記録管理情報は、前記少なくとも一つの記録区域の各々の記録区域に対応する記録
済み領域の最終位置を示す最終記録アドレスを含み、
　前記方法は、
　前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出したか否かを判定するステ
ップと、
　欠陥領域を検出した場合には、前記最終記録アドレスが、前記欠陥領域の最終アドレス
から、前記欠陥領域より後続にある前記記録区域内の記録済み領域の最終アドレスまでに
含まれる記録済み領域のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新するステップと
、
　更新した前記記録管理情報を、前記記録管理領域に記録するステップとを包含する方法
。
【請求項８】
　前記方法は、前記情報記録媒体上の実際の最終記録済み位置と、前記最終記録アドレス
が示す位置が一致しない場合であっても、正しい記録位置を示す記録可能アドレスを決定
するために、レーザ光を照射して得られる再生信号を基に、前記最終記録アドレスの次の
アドレスから後続のアドレス方向に向かって未記録領域を探索するステップと
　前記探索するステップにより検出された未記録領域の先頭アドレスを前記記録可能アド
レスに決定するステップとをさらに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記追記型情報記録媒体は、欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための
欠陥管理領域をさらに備え、
　前記方法は、前記記録区域内へのユーザデータの記録中に欠陥領域を検出した場合には
、前記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新するステッ
プをさらに包含する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザデータを記録するデータ領域と、
　前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録する記録管理領域と
　を備え、
　前記データ領域は、少なくとも一つの記録区域から構成され、
　前記記録管理情報は、前記少なくとも一つの記録区域の各々の記録区域に対応する記録
済み領域の最終位置を示す最終記録アドレスを含み、
　前記記録区域内に欠陥領域が存在する場合に、最新の記録管理情報に含まれる前記最終
記録アドレスが、前記欠陥領域の最終アドレスから、前記欠陥領域より後続にある前記記
録区域内の記録済み領域の最終アドレスまでに含まれる記録済み領域のアドレスを示す、
追記型情報記録媒体。
【請求項１１】
　前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する場合に前記欠陥領域を管理するた
めの欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさらに備える、請求項１０に記載の追
記型情報記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この非仮出願は、２００３年６月２３日に日本に出願された特許出願第２００３－１７
８１６５号に関して、米国特許法第１１９条（ａ）の下での優先権を主張し、その全体の
内容はここで援用される。
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【０００２】
　本発明は、記録可能領域を探索する装置および方法、記録管理情報を更新する装置およ
び方法、集積回路、追記型情報記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　情報記録媒体である光ディスクは、記録特性に応じて、いくつかの種類に分類される。
【０００４】
　同じ記録領域に一度だけ情報が記録可能な追記型情報記録媒体として、追記型光ディス
クがある。追記型光ディスクは、一般的に再生専用ディスクとの互換性が高いことや、比
較的安価なことなどから、近年著しく普及している。追記型光ディスクの代表的なものと
して、ＤＶＤ－ＲやＣＤ－Ｒが挙げられる（非特許文献１参照）。追記型光ディスクの一
例としてＤＶＤ－Ｒについて説明する。
【０００５】
　図１に、ＤＶＤ－Ｒディスク１００を示す。ＤＶＤ－Ｒディスク１００は、Ｒ－インフ
ォメーション領域１０１と、インフォメーション領域１０２とを備える。
【０００６】
　Ｒ－インフォメーション領域１０１は、ＰＣＡ（Ｐｏｗｅｒ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ
　Ａｒｅａ）１０３と記録管理領域（ＲＭＡ：Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ　Ａｒｅａ）１０４とを備える。ＰＣＡ１０３は、ＯＰＣ（Ｏｐｔｉｍｕｍ　Ｐｏｗｅ
ｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）を行うための領域である。ＲＭＡ１０４は、データ領域１０６の記
録状態を管理するための情報が記録される領域である。
【０００７】
　インフォメーション領域１０２は、リードイン領域１０５と、データ領域１０６と、リ
ードアウト領域１０７とを備える。リードイン領域１０５とリードアウト領域１０７とは
、データ領域１０６にアクセスするために必要なパラメータが記録される制御情報記録領
域である。データ領域１０６には、ユーザデータが記録される。データ領域１０６は、Ｒ
Ｚｏｎｅと呼ばれる記録区域に分割される。各ＲＺｏｎｅ１６１～１６３の記録状態を示
す情報はＲＭＡ１０４に記録される。
【０００８】
　なお、本願明細書に添付の図面中において、記号＃ｎ（ｎは整数）は領域の通し番号、
または情報の通し番号を示している。情報の通し番号は例えば更新カウンタ値である。図
１では、記号＃ｎは領域の通し番号を示している。
【０００９】
　図２は、ＲＭＡ１０４を示す図である。ＲＭＡ１０４は、ＲＺｏｎｅの記録状態を示す
記録管理情報（ＲＭＤ：Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｄａｔａ）を一つ
以上記録している（例えばＲＭＤ１９１、１９２、２００）。
【００１０】
　新たなＲＺｏｎｅが生成された時や、記録再生装置からディスクが排出される時などに
ＲＭＤは更新される。ＲＭＡ１０４の先頭から順にＲＭＤを記録していくため、ＲＭＡ１
０４の記録済み領域の終端（未記録領域１９０の直前）に最新ＲＭＤ２００が記録されて
いることになる。
【００１１】
　最新ＲＭＤ２００は、各ＲＺｏｎｅの開始アドレス２１１～２１３と、各ＲＺｏｎｅ内
の記録済み領域の最終位置を示す最終記録アドレス（ＬＲＡ：Ｌａｓｔ　Ｒｅｃｏｒｄｅ
ｄ　Ａｄｄｒｅｓｓ）２２１～２２３が記録される。ＲＺｏｎｅが存在しない、またはＲ
Ｚｏｎｅに情報が記録されていない場合には、対応するＬＲＡは０を示す。
【００１２】
　ＲＭＡ１０４には、ＬＲＡが更新されるたびに最新のＲＭＤが記録されるわけではない
。このため、記録再生装置が予期せぬタイミングで電源切断された場合などは、読み出し
たＬＲＡが示す位置と真の最終記録済み位置とが一致しない場合がある。そのため、記録
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済み領域と未記録領域との境界を探索することにより、真の最終記録済み位置を検出する
。
【００１３】
　図３は、ＤＶＤ－Ｒディスク１００が記録再生装置に装着されてから、情報を記録する
までに記録再生装置が行う処理を示すフローチャートである。
【００１４】
　ステップ３０１で、ＲＭＡ１０４から最新のＲＭＤ２００を読み出す。
【００１５】
　ステップ３０２で、ステップ３０１で読み出されたＲＭＤを参照し、記録可能なＲＺｏ
ｎｅに対応した記録可能アドレス（ＮＷＡ：Ｎｅｘｔ　Ｗｒｉｔａｂｌｅ　Ａｄｄｒｅｓ
ｓ）を探索する。
【００１６】
　図４は、図３のステップ３０１の処理の詳細を示すフローチャートである。
【００１７】
　ステップ４０１で、記録済み領域と未記録領域との境界の探索を開始する探索開始アド
レスとして、ＲＭＡ１０４の先頭アドレスを指定する。
【００１８】
　ステップ４０２で、記録再生装置は、ディスクからの再生信号などを基に、レーザ光照
射位置に情報が記録済みか否かを順に判断し、探索開始アドレスから記録済み領域と未記
録領域との境界を探索する。
【００１９】
　ステップ４０２で検出した記録済み領域と未記録領域との境界直後の未記録領域のアド
レスがＲＭＡ１０４の先頭アドレスと一致するか否か判別する（ステップ４０３）。一致
しない場合、ＲＭＤが記録されていると判断でき、ステップ４０４に進む。一致する場合
、ＲＭＤが記録されていないと判断でき、ステップ４０５に進む。
【００２０】
　未記録領域の直前のＲＭＤは最新のＲＭＤであるので、ステップ４０２で検出した境界
直前のＲＭＤを読み出し、記録再生装置内部に記憶する（ステップ４０４）。
【００２１】
　検出した記録済み領域と未記録領域との境界直後の未記録領域のアドレスがＲＭＡ１０
４の先頭アドレスと一致する場合は、ＲＭＡ１０４にＲＭＤは記録されていない。この場
合は、例えば新品ディスクと判断し、その状態を示すフラグを装置内部に記憶する（ステ
ップ４０５）。
【００２２】
　図５は、図３のステップ３０２の処理の詳細を示すフローチャートである。
【００２３】
　ステップ５０１で、探索開始アドレスとして、ステップ３０１で読み出した最新ＲＭＤ
が含む記録可能なＲＺｏｎｅのＬＲＡの次のアドレスを指定する。
【００２４】
　ステップ５０２で、探索開始アドレスから記録済み領域と未記録領域との境界を探索す
る。
【００２５】
　ステップ５０２で検出した境界直後の未記録領域のアドレスをＮＷＡに決定する（ステ
ップ５０３）。
【００２６】
　以上の処理により、真の記録可能アドレスであるＮＷＡが決定される。パーソナルコン
ピュータなどの上位の制御手段からの記録命令により、ＮＷＡを開始位置としてデータが
記録される。
【００２７】
　図６は、ステップ４０２、５０２の処理で用いられる記録済み領域と未記録領域とを判
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別する方法の一例を示すフローチャートである。
【００２８】
　ステップ６０１で、光ディスクから読み出された再生信号の振幅を検出する。
【００２９】
　ステップ６０１で検出した振幅が、所定値を超えるかどうか判別する（ステップ６０２
）。所定値を超える場合は、ステップ６０３に進み、レーザ光照射領域は記録済み領域で
あると判別する。再生信号の振幅が所定値以下の場合は、ステップ６０４に進み、レーザ
光照射領域は未記録領域であると判別する。
【００３０】
　以上の処理により、記録済み領域と未記録領域との境界が探索される。
【００３１】
　追記型光ディスクとは異なり、書き換え型光ディスクは、同じ領域に情報を上書きする
ことができる。書き換え型光ディスクの一例としてＤＶＤ－ＲＡＭがある（非特許文献２
参照）。
【００３２】
　図７に、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク（４．７ＧＢｙｔｅ）７００を示す。ＤＶＤ－ＲＡＭ
ディスク７００は、リードイン領域７０１と二つのスペア領域７０２、７０４と、データ
領域７０３と、リードアウト領域７０５とを備える。
【００３３】
　ＤＶＤ－ＲＡＭでは、記録再生が不可能な領域（すなわち欠陥領域）が、ディスク製造
時に発生したり、ディスク表面についた傷や汚れなどにより発生することがある。欠陥領
域の存在によるシステムの信頼性低下を防止するために、欠陥管理（Ｄｅｆｅｃｔ　Ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ）が行われる。欠陥管理においては、データ領域７０３において欠陥領
域が検出された場合に、その欠陥領域に記録予定であった情報をスペア領域７０２または
７０４に記録する。欠陥領域が検出された場合にその欠陥領域を管理するための欠陥管理
情報（ＤＭＳ：Ｄｅｆｅｃｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）は、リード
イン領域７０１とリードアウト領域７０５とが備える欠陥管理領域（ＤＭＡ：Ｄｅｆｅｃ
ｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ）７０６～７０９に記録される。
【００３４】
　図８は、ＤＭＡ７０６を示す図である。ＤＭＡ７０６は、欠陥管理情報として、ＤＤＳ
（Ｄｉｓｃ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）８０１と欠陥リスト（ＤＦＬ
：Ｄｅｆｅｃｔ　Ｌｉｓｔ）８０２とを含む。ＤＦＬ８０２は、検出された欠陥領域のア
ドレスを示す欠陥領域アドレス８２１、８２２と、スペア領域内の交替先アドレス８２３
、８２４とを含む。
【００３５】
　ＤＭＡ７０７～７０９のそれぞれにも、ＤＭＡ７０６と同じ情報が記録される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００３６】
【非特許文献１】“８０ｍｍ（１．２３Ｇｂｙｔｅｓ　ｐｅｒ　ｓｉｄｅ）　ａｎｄ　１
２０ｍｍ　（３．９５Ｇｂｙｔｅｓ　ｐｅｒ　ｓｉｄｅ）　ＤＶＤ－Ｒｅｃｏｒｄａｂｌ
ｅ　Ｄｉｓｋ　（ＤＶＤ－Ｒ）”、Ｓｔａｎｄａｒｄ　ＥＣＭＡ－２７９、Ｄｅｃｅｍｂ
ｅｒ　１９９８
【非特許文献２】“１２０ｍｍ（４．７Ｇｂｙｔｅｓ　ｐｅｒ　ｓｉｄｅ）　ａｎｄ　８
０ｍｍ　（１．４６Ｇｂｙｔｅｓ　ｐｅｒ　ｓｉｄｅ）　ＤＶＤ　Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ
　Ｄｉｓｋ　（ＤＶＤ－ＲＡＭ）”、Ｓｔａｎｄａｒｄ　ＥＣＭＡ－３３０、Ｄｅｃｅｍ
ｂｅｒ　２００１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３７】
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　現在、ＤＶＤ－Ｒのような追記型光ディスクに対して、欠陥管理は行われていない。し
かし、短波長光を出力する半導体レーザーの開発が進むと共に、光ディスクの記録密度も
より高密度化されていっている。光ディスク表面についた傷や汚れが、光ディスクに形成
されている溝やマークに比べ相対的に大きくなると、記録再生が不可能な欠陥領域が増加
する可能性がある。
【００３８】
　上述したように、追記型光ディスクでは、記録を行う前にＮＷＡを検出する。このとき
、再生信号の振幅値に基いて、記録済み領域と未記録領域とを判別する。しかし、欠陥領
域は再生信号品質が悪い領域、すなわち再生信号の振幅が小さくなるところであるので、
欠陥領域を誤って記録可能な未記録領域と判別してしまう可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【００３９】
　本発明の一局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する装置が
提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と、
前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記デ
ータ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なくと
も一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備え
る。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済
み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出され
た場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含む
。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報記録媒体か
らの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型情報記録媒
体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探索部の動作
を制御する制御部とを備える。前記探索部は、所定のアドレスを基準として前記未記録領
域を探索する。前記制御部は、前記探索した結果に基づいて前記記録可能領域の候補を示
す候補アドレスを設定し、前記候補アドレスと一致するアドレスを示す欠陥領域アドレス
が前記欠陥管理情報内に存在するか否かを判定する判定処理を行う。前記候補アドレスと
一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在すると判定された場合には、前記探
索部は前記候補アドレスより後のアドレスを基準として他の未記録領域を再探索し、前記
制御部は前記再探索した結果に基づいて前記候補アドレスを再設定して前記判定処理を行
う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在しないと判
定された場合には、前記制御部は、前記候補アドレスが示す領域を前記記録可能領域に決
定する。
【００４０】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する装置
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報記録媒体
からの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型情報記録
媒体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探索部の動
作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲
内に少なくとも一つの欠陥領域が存在する場合に、前記所定の記録範囲内に存在する前記
少なくとも一つの欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領
域アドレスを検出する。前記制御部は、前記検出された欠陥領域アドレスと、前記所定の
記録範囲内の記録済み領域を示す記録済み領域アドレスとの両方よりも後のアドレスを、
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記録可能領域の候補を示す候補アドレスに設定する。前記探索部は前記候補アドレスを基
準として未記録領域を探索し、前記制御部は検出された未記録領域を記録可能領域に決定
する。
【００４１】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新する装置が提供される。前記追記型情
報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備える。前記記
録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済み領域アド
レスを含む。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報
記録媒体からの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型
情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探
索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ領域のうちの所定の
記録範囲内に欠陥領域が存在するか否かを判定する。前記制御部は、前記所定の記録範囲
内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示
す記録済み領域アドレスが、前記欠陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示すように、
前記記録管理情報を更新する。
【００４２】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記制御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前
記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する。
【００４３】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索するため
の集積回路が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデ
ータ領域と、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領
域と、前記データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出さ
れた少なくとも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理
領域とを備える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも
一つの記録済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領
域が検出された場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域ア
ドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するため
の探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記探索部は、所定のアド
レスを基準として前記未記録領域を探索する。前記制御部は、前記探索した結果に基づい
て前記記録可能領域の候補を示す候補アドレスを設定し、前記候補アドレスと一致するア
ドレスを示す欠陥領域アドレスが前記欠陥管理情報内に存在するか否かを判定する判定処
理を行う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在する
と判定された場合には、前記探索部は前記候補アドレスより後のアドレスを基準として他
の未記録領域を再探索し、前記制御部は前記再探索した結果に基づいて前記候補アドレス
を再設定して前記判定処理を行う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥
領域アドレスが存在しないと判定された場合には、前記制御部は、前記候補アドレスが示
す領域を前記記録可能領域に決定する。
【００４４】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索するため
の集積回路が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデ
ータ領域と、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領
域と、前記データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出さ
れた少なくとも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理
領域とを備える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも
一つの記録済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領
域が検出された場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域ア
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ドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するため
の探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ
領域のうちの所定の記録範囲内に少なくとも一つの欠陥領域が存在する場合に、前記所定
の記録範囲内に存在する前記少なくとも一つの欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥
領域のアドレスを示す欠陥領域アドレスを検出する。前記制御部は、前記検出された欠陥
領域アドレスと、前記所定の記録範囲内の記録済み領域を示す記録済み領域アドレスとの
両方よりも後のアドレスを、記録可能領域の候補を示す候補アドレスに設定する。前記探
索部は前記候補アドレスを基準として未記録領域を探索し、前記制御部は検出された未記
録領域を記録可能領域に決定する。
【００４５】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新するための集積回路が提供される。前
記追記型情報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備え
る。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済
み領域アドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索
するための探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前
記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存在するか否かを判定する。前記制
御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記所定の記録範囲
内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレスが、前記欠陥領域を示すアドレス以
後のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新する。
【００４６】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記制御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前
記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する。
【００４７】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する方法
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記方法は、所定のアドレスを基準として前記未記録領域を探索するステップと、前
記探索した結果に基づいて前記記録可能領域の候補を示す候補アドレスを設定し、前記候
補アドレスと一致するアドレスを示す欠陥領域アドレスが前記欠陥管理情報内に存在する
か否かを判定する判定処理を行うステップと、前記候補アドレスと一致するアドレスを示
す前記欠陥領域アドレスが存在すると判定された場合には、前記候補アドレスより後のア
ドレスを基準として他の未記録領域を再探索し、前記再探索した結果に基づいて前記候補
アドレスを再設定して前記判定処理を行うステップと、前記候補アドレスと一致するアド
レスを示す前記欠陥領域アドレスが存在しないと判定された場合には、前記候補アドレス
が示す領域を前記記録可能領域に決定するステップとを包含する。
【００４８】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する方法
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
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済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記方法は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に少なくとも一つの欠陥領域
が存在する場合に、前記所定の記録範囲内に存在する前記少なくとも一つの欠陥領域のう
ちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領域アドレスを検出するステップ
と、前記検出された欠陥領域アドレスと、前記所定の記録範囲内の記録済み領域を示す記
録済み領域アドレスとの両方よりも後のアドレスを、記録可能領域の候補を示す候補アド
レスに設定するステップと、前記候補アドレスを基準として未記録領域を探索し、検出さ
れた未記録領域を記録可能領域に決定するステップとを包含する。
【００４９】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新する方法が提供される。前記追記型情
報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備える。前記記
録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済み領域アド
レスを含む。前記方法は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存在す
るか否かを判定するステップと、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合に
は、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレスが、前記欠
陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新するステッ
プとを包含する。
【００５０】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記方法は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記
欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新するステップをさ
らに包含する。
【００５１】
　本発明の別の局面によれば、ユーザデータを記録するデータ領域と、前記データ領域の
記録状態を示す記録管理情報を記録する記録管理領域とを備えた追記型情報記録媒体が提
供される。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの
記録済み領域アドレスを含む。前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存
在する場合に、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレス
が、前記欠陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示す。
【００５２】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。
【００５３】
　本発明によれば、検出した未記録領域と欠陥領域とが一致するか否か判別することによ
り、欠陥領域を誤って記録可能領域と判別することがない。このため、正常な記録領域に
常に情報を記録することができる。
【００５４】
　また、本発明によれば、所定の記録範囲の最終記録アドレスより後続の記録済み領域に
は、検出済み欠陥領域が存在しない追記型情報記録媒体が実現される。本発明によれば、
最新の最終記録アドレスが常に欠陥領域以後の記録済み領域を示すアドレスとなる。これ
により、記録済み領域と未記録領域の探索処理を１回にすることができ、記録可能領域を
決定する時間が短縮できる。
【００５５】
　また、本発明によれば、欠陥リストや記録状態を示す情報の先頭位置を示すポインタを
追記型情報記録媒体が含む。このことにより、ＲＭＤやＤＭＳの長さを可変長にでき、領
域の利用効率がよくなる。
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【００５６】
　また、本発明によれば、ＲＭＤとＤＭＳとをまとめて記録することにより、最新のＲＭ
ＤとＤＭＳとを読み出すときに、記録済み領域と未記録領域の探索処理が１回で済み、処
理時間を短縮できる。
【００５７】
　このように、ここに記載された発明は、追記型情報記録媒体における記録可能領域を探
索する装置、集積回路および方法、記録管理情報を更新する装置、集積回路および方法、
ならびに、本発明の装置、集積回路、あるいは方法の使用が記録された追記型情報記録媒
体の提供の利点を可能にする。
【００５８】
　本発明のこれらのおよび別の利点は、以下の図面を用いた詳細な記載を読み、理解する
ことによって、当業者にとって明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】ＤＶＤ－Ｒディスクのデータ構造を示す図である。
【図２】ＤＶＤ－ＲディスクのＲＭＡおよびＲＭＤのデータ構造を示す図である。
【図３】ＤＶＤ－Ｒディスクが記録再生装置に装着されてから記録するまでに記録再生装
置が行う処理を示すフローチャートである。
【図４】最新のＲＭＤを読み出す処理を示すフローチャートである。
【図５】ＤＶＤ－ＲディスクのＮＷＡを探索する処理を示すフローチャートである。
【図６】記録済み領域と未記録領域を判別する方法の一例を示すフローチャートである。
【図７】ＤＶＤ－ＲＡＭディスク（４．７ＧＢｙｔｅ）のデータ構造を示す図である。
【図８】ＤＶＤ－ＲＡＭディスク（４．７ＧＢｙｔｅ）のＤＭＡおよびＤＭＳのデータ構
造を示す図である。
【図９】本発明の追記型情報記録媒体のデータ構造を示す図である。
【図１０】本発明の追記型情報記録媒体のＲＭＡおよびＲＭＤのデータ構造を示す図であ
る。
【図１１】本発明の追記型情報記録媒体のＤＭＡおよびＤＭＳのデータ構造を示す図であ
る。
【図１２】本発明の追記型情報記録媒体が記録再生装置に装着されてから記録するまでに
記録再生装置が行う処理の一例を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の最新のＤＭＳを読み出す処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４】本発明のＮＷＡを探索する処理の一例を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の追記型情報記録媒体のＲＭＡおよびＲＭＤのデータ構造を示す図であ
る。
【図１６】本発明のＮＷＡを探索する処理の一例を示すフローチャートである。
【図１７】本発明のＮＷＡを探索する処理の一例を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の追記型情報記録媒体の特徴を示す図である。
【図１９】本発明の記録管理領域の更新方法の一例を示すフローチャートである。
【図２０】本発明の追記型情報記録媒体のデータ構造を示す図である。
【図２１】本発明の追記型情報記録媒体のＲＭＡ＋ＤＭＡおよびＲＭＤ＋ＤＭＳのデータ
構造を示す図である。
【図２２】本発明の追記型情報記録媒体が記録再生装置に装着されてから記録するまでに
記録再生装置が行う処理の一例を示すフローチャートである。
【図２３】本発明の最新のＲＭＤ＋ＤＭＳを読み出す処理の一例を示すフローチャートで
ある。
【図２４】本発明のＲＭＡ＋ＤＭＡの更新方法の一例を示すフローチャートである。
【図２５】本発明の記録再生装置の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
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　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１～図２５において、同じ構
成要素および処理ステップには同じ参照符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００６１】
　（実施の形態１）
　図９は、本発明の実施の形態１における追記型情報記録媒体９００を示す図である。
【００６２】
　追記型情報記録媒体９００は、ユーザデータを記録するためのデータ領域９０３と、デ
ータ領域９０３の記録状態を示す記録管理情報（ＲＭＤ）を記録するための記録管理領域
（ＲＭＡ）９０１と、データ領域９０３において少なくとも一つの欠陥領域が検出された
場合にその欠陥領域を管理するための欠陥管理情報（ＤＭＳ）を記録するための欠陥管理
領域（ＤＭＡ）９０２、９０４とを備える。ＲＭＤは、少なくとも一つの記録済み領域を
示す少なくとも一つの記録済み領域アドレス（ＬＲＡ）を含む。欠陥管理情報は、少なく
とも一つの欠陥領域が検出された場合にその少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも
一つの欠陥領域アドレスを含む。
【００６３】
　データ領域９０３は、データ領域１０６（図１）と同様に、複数のＲＺｏｎｅ９１０、
９１１、９１２、９１３に分割されている。ＲＭＤは、各ＲＺｏｎｅの記録状態を示す。
【００６４】
　図１０は、ＲＭＡ９０１を示す図である。ＲＭＡ９０１には、複数のＲＭＤ９９１、９
９２、１０００が記録されている。未記録領域９９０の直前に最新ＲＭＤ１０００が記録
されている。最新ＲＭＤ１０００は、各ＲＺｏｎｅ内の記録済み領域の最終位置を示すＬ
ＲＡ１００１、１００２、１００３、１００４を含む。
【００６５】
　図１１は、ＤＭＡ９０２のデータ構造を示す図である。ＤＭＡ９０２には、複数のＤＭ
Ｓ９８１、９８２、１１００が記録されている。ＤＭＡ９０２の先頭から順にＤＭＳを記
録するため、未記録領域９８０の直前に最新ＤＭＳ１１００が記録されることになる。最
新ＤＭＳ１１００は、ＤＦＬ１１１０とＤＤＳ１１２０とを含む。ＤＤＳ１１２０は、Ｄ
ＦＬ１１１０の先頭位置を示すポインタ１１２１を含む。ＤＦＬ１１１０は、検出された
欠陥領域の位置を示す欠陥領域アドレス１１１１、１１１２を含む。ＤＭＡ９０４には、
ＤＭＡ９０２と同じ情報が記録される。
【００６６】
　図２５は、本発明の実施の形態１における記録再生装置２５００を示すブロック図であ
る。
【００６７】
　記録再生装置２５００は、光ヘッド部２５０２と、記録再生制御部２５０３と、探索部
２５０４と、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２５０５と、
バッファ２５０６と、内部バス２５０７とを備える。記録再生装置２５００には追記型情
報記録媒体９００（図９）が搭載される。記録再生装置２５００は、追記型情報記録媒体
９００が備えるデータ領域９０３のうちの記録可能領域を探索する。
【００６８】
　ＣＰＵ２５０５は、内蔵された制御プログラムにしたがって、記録再生装置２５００の
構成要素全体（例えば、光ヘッド部２５０２、記録再生制御部２５０３、探索部２５０４
、バッファ２５０６等）の動作を制御する。なお、ＣＰＵ２５０５と記録再生制御部２５
０３とが一つの制御部として一体化されていてもよい。記録再生制御部２５０３、探索部
２５０４、ＣＰＵ２５０５、バッファ２５０６、内部バス２５０７は、例えば、集積回路
であるＬＳＩ２６００に含まれる。ＬＳＩ２６００は記録再生装置２５００に搭載される
。
【００６９】
　光ヘッド部２５０２は、レーザ光を追記型情報記録媒体９００に照射することにより、
追記型情報記録媒体９００への情報の記録および追記型情報記録媒体９００からの情報の
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再生のうちの少なくとも一方を実行する。探索部２５０４は、追記型情報記録媒体９００
のうちの未記録領域を探索する。
【００７０】
　記録再生制御部２５０３は、ＣＰＵ２５０５から指示された追記型情報記録媒体９００
上の所定のアドレスの領域に記録された情報を光ヘッド部２５０２を用いて読み出し、バ
ッファ２５０６に格納する。また、記録再生制御部２５０３は、バッファ２５０６に格納
されているデータを、ＣＰＵ２５０５から指示された所定のアドレスの領域に光ヘッド部
２５０２を用いて書き込む。また、記録再生制御部２５０３は、欠陥領域を検出した場合
、その欠陥領域を示すアドレス（欠陥領域アドレス）をＣＰＵ２５０５に通知する。
【００７１】
　探索部２５０４は記録済み領域と未記録領域との境界を探索する。探索部２５０４は、
例えば図６を参照して説明した判別方法を実行する。探索部２５０４は、光ヘッド部２５
０２から出力された再生信号の振幅値を検出し、振幅値が所定値を超えるか否かを判別す
る。この判別処理により、探索部２５０４は、記録済み領域と未記録領域との境界を検出
し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレス（ＬＲＡ）を取得する。探索部２５０４
は、取得した記録済み領域アドレスをＣＰＵ２５０５に通知する。
【００７２】
　バッファ２５０６は、追記型情報記録媒体９００から読み出した情報を格納する。また
、追記型情報記録媒体９００に書き込む予定の情報を格納する。
【００７３】
　内部バス２５０７は、記録再生制御部２５０３、探索部２５０４、ＣＰＵ２５０５、バ
ッファ２５０６を相互に接続する。
【００７４】
　図１２は、追記型情報記録媒体９００が装着されてから記録動作を開始するまでに記録
再生装置２５００が行う処理の一例を示すフローチャートである。
【００７５】
　記録再生装置２５００は、追記型情報記録媒体９００が装着されると、最新のＲＭＤを
読み出す動作を行う。ステップ３０１で、ＲＭＡ９０１から最新のＲＭＤ１０００（図１
０）を読み出す。この動作を図４を参照しながら説明する。
【００７６】
　追記型情報記録媒体９００が装着されると、ＣＰＵ２５０５は、記録済み領域と未記録
領域との境界の探索を開始する探索開始アドレスとして、ＲＭＡ９０１の先頭アドレスを
指定する。ＣＰＵ２５０５は、探索部２５０４にＲＭＡ９０１の先頭アドレスから探索を
行うように指示する（ステップ４０１）。
【００７７】
　探索部２５０４は、ＲＭＡ９０１の先頭アドレスから未記録領域の探索を始め、記録済
み領域と未記録領域との境界を検出し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレスを取
得する。探索部２５０４は、取得した記録済み領域アドレスをＣＰＵ２５０５に通知する
（ステップ４０２）。
【００７８】
　ＣＰＵ２５０５は、取得した記録済み領域アドレスから境界直後の未記録領域のアドレ
ス（未記録領域アドレス）を検出し、その未記録領域アドレスとＲＭＡ９０１の先頭アド
レスとが一致するか否かを判別する（ステップ４０３）。
【００７９】
　ステップ４０３において両アドレスが一致しない場合、ＣＰＵ２５０５は、検出された
境界直前のＲＭＤ記録位置のアドレスを指定し、その位置に記録されたＲＭＤを再生する
ように記録再生制御部２５０３に指示する。記録再生制御部２５０３は光ヘッド部２５０
２を用いて、指示されたＲＭＤ（ここでは、最新のＲＭＤ１０００）を読み出し、バッフ
ァ２５０６に格納する（ステップ４０４）。
【００８０】
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　ステップ４０３において両アドレスが一致した場合、ＣＰＵ２５０５は、装着された追
記型情報記録媒体が新品であると判定し、その新品状態を示すフラグをバッファ２５０６
に格納する（ステップ４０５）。
【００８１】
　最新のＲＭＤ１０００が読み出されると、記録再生装置２５００は、ＤＭＡ９０２、９
０４から最新のＤＭＳを読み出す動作を行う（ステップ１２０１）。この動作について、
図１３を参照しながら説明する。図１３は、図１２のステップ１２０１の処理の一例を示
すフローチャートである。
【００８２】
　ＣＰＵ２５０５は、記録済み領域と未記録領域との境界の探索を開始する探索開始アド
レスとして、ＤＭＡ９０２の先頭アドレスを指定する。ＣＰＵ２５０５は、探索部２５０
４にＤＭＡ９０２の先頭アドレスから探索を行うように指示する（ステップ１３００）。
【００８３】
　探索部２５０４は、ＤＭＡ９０２の先頭アドレスから未記録領域の探索を始め、記録済
み領域と未記録領域との境界を検出し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレスを取
得してＣＰＵ２５０５に通知する（ステップ１３０１）。
【００８４】
　ＣＰＵ２５０５は、取得した記録済み領域アドレスから境界直後の未記録領域のアドレ
ス（未記録領域アドレス）を検出し、その未記録領域アドレスとＤＭＡ９０２の先頭アド
レスとが一致するか否かを判別する（ステップ１３０２）。
【００８５】
　ステップ１３０２において両アドレスが一致しない場合（ＤＭＳが記録されている場合
）、ＣＰＵ２５０５は、検出された境界直前のＤＭＳ記録位置のアドレスを指定し、その
位置に記録されたＤＭＳを再生するように記録再生制御部２５０３に指示する。記録再生
制御部２５０３は光ヘッド部２５０２を用いて、指示されたＤＭＳ（ここでは、最新のＤ
ＭＳ１１００）を読み出し、バッファ２５０６に格納する（ステップ１３０３）。
【００８６】
　ＣＰＵ２５０５は、両アドレスが一致する場合（ＤＭＳが記録されていない場合）、例
えば欠陥領域アドレスを０とする初期状態のＤＭＳをバッファ２５０６に格納する（ステ
ップ１３０４）。
【００８７】
　ＣＰＵ２５０５は、全てのＤＭＡからＤＭＳを読み出したか否か判別し、全て行ってい
ない場合には、探索部２５０４に、残りのＤＭＡの境界の探索を指示し（ステップ１３０
５）、ステップ１３００の動作に戻る。
【００８８】
　全てのＤＭＡからＤＭＳを読み出している場合、ＣＰＵ２５０５は、バッファ２５０６
に格納している複数のＤＭＳの中から最新ＤＭＳを選択する。例えば、ＤＭＳを更新した
回数を表す更新カウンタ値をＤＭＳに含ませている場合は、ＣＰＵ２５０５は、各ＤＭＡ
から読み出したＤＭＳの更新カウンタを比較する。このとき、ＣＰＵ２５０５は、更新カ
ウンタの値が最大となるＤＭＳを最新のＤＭＳと判定し、バッファ２５０６内に残す。
【００８９】
　なお、本実施の形態では、更新カウンタ値が最大となるＤＭＳを最新ＤＭＳであるとし
たが、ＤＭＳが最新であるか判定できればどのような動作をおこなってもよい。例えば、
ＤＭＳに格納されている欠陥アドレスのうち、最大の欠陥アドレスが格納されているＤＭ
Ｓを最新と判定してもよい。また、例えば、ＤＦＬ記録領域のサイズを検出し、そのサイ
ズが最大のＤＭＳを最新ＤＭＳと判定してもよい。
【００９０】
　最新ＤＭＳが読み出されると、記録再生装置２５００は記録可能アドレス（ＮＷＡ）を
探索する動作を行う。ステップ１２０２（図１２）で、ステップ３０１とステップ１２０
１とで読み出したＲＭＤとＤＭＳを参照し、記録可能なＲＺｏｎｅ内のＮＷＡを検出する
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。この動作について、図１４を参照しながら説明する。図１４は、図１２のステップ１２
０２の処理の一例を示すフローチャートである。
【００９１】
　ＣＰＵ２５０５は、バッファ２５０６に格納しているＲＭＤからＬＲＡを読み出し、Ｌ
ＲＡより後のアドレス（例えば、ＬＲＡの次のアドレス）を確定する。ここでは、ＣＰＵ
２５０５は、ＬＲＡの次のアドレスを探索開始アドレスとして探索を行うように、探索部
２５０４に指示する（ステップ５０１）。
【００９２】
　探索部２５０４は、ＬＲＡより後のアドレスを基準として未記録領域を探索する。ここ
では、探索部２５０４は、ＬＲＡの次のアドレスから、そのアドレスの後に続くアドレス
の方向に向かって未記録領域の探索を開始し、記録済み領域と未記録領域との境界を検出
し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレスを取得する。探索部２５０４は、取得し
た記録済み領域アドレスをＣＰＵ２５０５に通知する（ステップ５０２）。
【００９３】
　ＣＰＵ２５０５は、取得した記録済み領域アドレスから境界直後の未記録領域のアドレ
ス（未記録領域アドレス）を検出し、その未記録領域アドレスを記録可能領域の候補を示
す候補アドレスに設定する（ステップ１４０１）。ＣＰＵ２５０５は、候補アドレスと一
致するアドレスを示す欠陥領域アドレスが、バッファ２５０６に格納されているＤＭＳ内
に存在するか否か判定する判定処理を行う（ステップ１４０２）。
【００９４】
　ステップ１４０２で存在しないと判定された場合、ＣＰＵ２５０５は、候補アドレスを
ＮＷＡと決定し、ＮＷＡが示す領域を記録可能領域として決定する（ステップ１４０４）
。
【００９５】
　ステップ１４０２で存在すると判定された場合、ＣＰＵ２５０５は、欠陥領域アドレス
（＝現在の候補アドレス）より後のアドレスを探索開始アドレスとして探索を行うように
探索部２５０４に指示する（ステップ１４０３）。
【００９６】
　ステップ５０２に戻り、探索部２５０４は、欠陥領域アドレス（＝現在の候補アドレス
）より後のアドレスを基準として他の未記録領域を再探索する。ここでは、探索部２５０
４は、欠陥領域アドレスの次のアドレスから、そのアドレスの後に続くアドレスの方向に
向かって未記録領域の探索を開始する。探索部２５０４は、記録済み領域と未記録領域と
の境界を検出し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレスを取得する。探索部２５０
４は、取得した記録済み領域アドレスをＣＰＵ２５０５に通知する。
【００９７】
　ＣＰＵ２５０５および探索部２５０４は、欠陥領域アドレスと一致しない候補アドレス
を検出するまで、ステップ５０１～ステップ１４０３に示す動作を繰り返し実行する。
【００９８】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、検出した未記録領域と欠陥領域とが一致
するか否か判別することにより、欠陥領域を誤って記録可能領域と判別することがない。
このため、正常な記録領域に常に情報を記録することができる。
【００９９】
　なお、本実施の形態では、探索部２５０４は記録済み領域と未記録領域との境界直前の
記録済み領域アドレスを取得するとしたが、境界直後の未記録領域アドレスを取得しても
よい。
【０１００】
　また、ＤＦＬの先頭位置を示すポインタを持つことにより、ＤＦＬを可変長にでき、Ｄ
ＭＳのサイズを小さくすることができる。
【０１０１】
　なお、実施の形態１では、図９の追記型情報記録媒体を例に説明したが、各領域は媒体
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上のどこに位置していてもよい。また、各領域は１つ以上あればいくつあってもよい。
【０１０２】
　実施の形態１では、ＲＭＤを読み出した後にＤＭＳを読み出しているが、ＮＷＡ探索前
に行われれば、どちらが先でもよい。
【０１０３】
　（実施の形態２）
　図１５は、ＲＭＡ９０１の改変例であるＲＭＡ９０１ａを示す。図９、図１１を参照し
て説明したデータ構造については、実施の形態１と同一である。
【０１０４】
　ＲＭＡ９０１ａには、複数のＲＭＤ９９１ａ、９９２ａ、１０００ａが記録されている
。未記録領域９９０ａの直前に最新ＲＭＤ１０００ａが記録されている。最新ＲＭＤ１０
００ａは、各ＲＺｏｎｅ内の記録済み領域の最終位置を示すＬＲＡ１００１、１００２、
１００４と、各ＲＺｏｎｅの範囲を示すＲＺｏｎｅ範囲情報１０１１、１０１２、１０１
４とを含む。
【０１０５】
　追記型情報記録媒体が装着されてから情報の記録を開始するまでに記録再生装置が行う
処理の中で、図１２のステップ３０１とステップ１２０１までの処理は、実施の形態１と
同一である。
【０１０６】
　図１６は、図１２のステップ１２０２の処理の他の一例を示すフローチャートである。
【０１０７】
　ステップ１６０１で、ＣＰＵ２５０５は、ＮＷＡを探索する探索範囲として、これから
情報を記録しようとするＲＺｏｎｅの範囲を指定する。ＲＺｏｎｅの範囲は、ＲＭＤ９０
１ａが含むＲＺｏｎｅ範囲情報を基に求められる。例えば、ＲＺｏｎｅ範囲情報が、ＲＺ
ｏｎｅの開始アドレスを示す場合は、ＲＺｏｎｅの範囲は、ＮＷＡを探索しようとするＲ
Ｚｏｎｅの開始アドレスから次のＲＺｏｎｅの開始アドレスの直前のアドレスまでとなる
。ＲＺｏｎｅ範囲情報が、ＲＺｏｎｅの最終アドレスを示す場合は、ＲＺｏｎｅの範囲は
、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの直前に位置するＲＺｏｎｅの最終アドレスの次
のアドレスから、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの最終アドレスまでとなる。ＲＺ
ｏｎｅ範囲情報が、ＲＺｏｎｅの開始アドレスと最終アドレスとを示す場合は、ＲＺｏｎ
ｅの範囲は、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの開始アドレスから最終アドレスまで
となる。
【０１０８】
　ステップ１６０２で、ＣＰＵ２５０５は、データ領域１０６内の所定の記録範囲（この
例ではＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの範囲）内に少なくとも一つの欠陥領域が存
在するか否かを判定する。具体的には、ＣＰＵ２５０５は、ＤＭＳが含む欠陥領域アドレ
スの中で、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの範囲内のアドレスを示す欠陥領域アド
レスがあるか否かを判定する。
【０１０９】
　ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの範囲内のアドレスを示す欠陥領域アドレスがあ
った場合はステップ１６０３に進み、なかった場合はステップ５０１に進む。
【０１１０】
　ステップ１６０３で、ＣＰＵ２５０５は、所定の記録範囲内に存在する少なくとも一つ
の欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領域アドレス（最
大欠陥領域アドレス）を検出する。
【０１１１】
　ステップ１６０４で、ＣＰＵ２５０５は、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅに対応
するＬＲＡと検出した最大欠陥領域アドレスとを比較する。最大欠陥領域アドレスがＬＲ
Ａより大きい場合、ステップ１６０５に進み、ＬＲＡが最大欠陥領域アドレスより小さい
場合、ステップ５０１に進む。等しい場合は、ステップ１６０５とステップ５０１のどち
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らに進んでもよい。
【０１１２】
　ステップ１６０５で、ＣＰＵ２５０５は、探索開始アドレスとして、最大欠陥領域アド
レスの次のアドレスを指定する。
【０１１３】
　ステップ５０１で、ＣＰＵ２５０５は、探索開始アドレスとして、ＬＲＡの次のアドレ
スを指定する。
【０１１４】
　ＣＰＵ２５０５は、ステップ１６０５およびステップ５０１の動作により、最大欠陥領
域アドレスとＬＲＡとの両方よりも後のアドレスを候補アドレスに設定する。
【０１１５】
　ステップ５０２で、探索部２５０４は、候補アドレス（探索開始アドレス）を基準とし
て未記録領域を探索する。ここでは、探索部２５０４は、候補アドレスから、その候補ア
ドレスの後に続くアドレスの方向に向かって未記録領域の探索を開始し、記録済み領域と
未記録領域との境界を検出し、境界直前の位置を示す記録済み領域アドレスを取得する。
探索部２５０４は、取得した記録済み領域アドレスをＣＰＵ２５０５に通知する。
【０１１６】
　ＣＰＵ２５０５は、ステップ５０２での検出結果から境界直後の未記録領域のアドレス
を検出してＮＷＡと決定し、ＮＷＡが示す領域を記録可能領域として決定する（ステップ
５０３）。
【０１１７】
　図１７は、図１２のステップ１２０２の処理の他の一例を示すフローチャートである。
図１６に示す処理と異なるのは、ステップ１６０１の処理の代わりにステップ１７０１の
処理が実行されるとともに、ステップ１６０４の処理が省略されている点である。
【０１１８】
　ステップ１７０１で、ＣＰＵ２５０５は、ＮＷＡを探索する探索範囲として、これから
情報を記録しようとするＲＺｏｎｅに対応するＬＲＡから、そのＲＺｏｎｅの終端までの
範囲を指定する。ＲＺｏｎｅの範囲は、ＲＭＤ９０１ａが含むＲＺｏｎｅ範囲情報を基に
求められる。ＲＺｏｎｅ範囲情報が、ＲＺｏｎｅの開始アドレスを示す場合は、探索範囲
は、ＬＲＡから、ＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの次のＲＺｏｎｅの開始アドレス
の直前のアドレスまでとなる。ＲＺｏｎｅ範囲情報が、ＲＺｏｎｅの最終アドレスを示す
場合は、探索範囲は、ＬＲＡからＮＷＡを探索しようとするＲＺｏｎｅの最終アドレスま
でとなる。
【０１１９】
　ステップ１６０２で、ＣＰＵ２５０５は、データ領域１０６内の所定の記録範囲（この
例では、これから情報を記録しようとするＲＺｏｎｅに対応するＬＲＡから、そのＲＺｏ
ｎｅの終端までの範囲）内に少なくとも一つの欠陥領域が存在するか否かを判定する。具
体的には、ＣＰＵ２５０５は、ＤＭＳが含む欠陥領域アドレスの中で、所定の記録範囲内
のアドレスを示す欠陥領域アドレスがあるか否かを判定する。
【０１２０】
　ステップ１６０３で、ＣＰＵ２５０５は、所定の記録範囲内に存在する少なくとも一つ
の欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領域アドレス（最
大欠陥領域アドレス）を検出する。
【０１２１】
　図１７に示す処理では、探索範囲の始端をＬＲＡに設定しているため、最大欠陥領域ア
ドレスがあった場合は、ＬＲＡよりも最大欠陥領域アドレスの方が常に大きい、または等
しくなる。そのため、ステップ１６０４（図１６）の処理が省略される。
【０１２２】
　以降の処理は、図１６と同一であるため、説明は省略する。
【０１２３】
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　本発明の実施の形態２によれば、探索開始アドレスからＮＷＡの間に、既に検出済みの
欠陥領域が存在しないので、記録済み領域と未記録領域との境界の探索処理は１回で済む
。検出した未記録領域アドレスが欠陥領域であるか否か判別する判別処理は半導体メモリ
上で行われ、記録済み領域と未記録領域との境界を探索する探索処理は光ディスク上で行
われる。このため、判別処理と探索処理とを繰り返し実行する場合は、ＮＷＡの決定まで
に時間がかかる。本実施の形態では、判別処理と探索処理とを繰り返し実行する必要がな
いので、より高速にＮＷＡを決定することができる。
【０１２４】
　（実施の形態３）
　図１８は、データ領域９０３の一部であるＲＺｏｎｅ９１０、９１１、９１２を示す図
である。ＲＺｏｎｅ９１０は記録済み領域１８０５と未記録領域１８０１とを含む。ＲＺ
ｏｎｅ９１１は記録済み領域１８０７と未記録領域１８０２とを含む。ＲＺｏｎｅ９１２
は記録済み領域１８０９と未記録領域１８０３とを含む。
【０１２５】
　最新ＲＭＤ１０００には、ＲＺｏｎｅ９１０のＬＲＡ１００１、ＲＺｏｎｅ９１１のＬ
ＲＡ１００２、ＲＺｏｎｅ９１２のＬＲＡ１００３が記録されている。ＬＲＡ１００１は
、欠陥領域１８０４の最終アドレスを示す。ＬＲＡ１００２は、欠陥領域１８０６より後
であり、記録済み領域１８０７の最終アドレスでないアドレスを示す。ＬＲＡ１００３は
、未記録領域１８０３の直前、すなわち記録済み領域１８０９の最終アドレスを示してい
る。
【０１２６】
　図１８に示すように、各ＲＺｏｎｅのＬＲＡより後続のＲＺｏｎｅ内の記録済み領域に
は、検出された欠陥領域が存在しない。すなわち、ＲＺｏｎｅのＬＲＡは、そのＲＺｏｎ
ｅ内に存在する欠陥領域を示す欠陥領域アドレス以後のアドレスを示す。
【０１２７】
　図１９は、記録再生装置２５００が実行する記録管理情報の更新処理の一例を示すフロ
ーチャートである。
【０１２８】
　ＣＰＵ２５０５は、記録再生制御部２５０３に情報の記録を指示したＲｚｏｎｅの中の
最大のアドレスをＬＲＡに設定し、バッファ２５０６に格納されているＲＭＤ内のＬＲＡ
を書き換える（ステップ１９０１）。
【０１２９】
　記録再生制御部２５０３は、ユーザデータの記録中に欠陥を検出したかどうか判定する
（ステップ１９０２）。欠陥を検出しなかった場合はステップ１９０７に進む。欠陥を検
出した場合、記録再生制御部２５０３は、欠陥を検出した領域を示すアドレス（欠陥領域
アドレス）をＣＰＵ２５０５に通知する。ＣＰＵ２５０５は、検出された欠陥領域アドレ
スをバッファ２５０６に格納しているＤＦＬに追加する（ステップ１９０３）。
【０１３０】
　ＣＰＵ２５０５は、ＤＦＬへの欠陥領域アドレスの追加により更新した最新のＤＭＳを
ＤＭＡに記録するよう、記録再生制御部２５０３に指示する。記録再生制御部２５０３は
、ＤＭＡ９０２、９０４に更新した最新のＤＭＳを記録する（ステップ１９０４）。
【０１３１】
　ＣＰＵ２５０５は、ＲＺｏｎｅのＬＲＡがそのＲＺｏｎｅ内に存在する欠陥領域を示す
欠陥領域アドレス以後のアドレスを示すか否かを判定する（ステップ１９０５）。ＬＲＡ
が欠陥領域アドレス以後のアドレスを示す場合は、ステップ１９０７に進む。ＬＲＡが欠
陥領域アドレス以後のアドレスを示さない場合は、ＬＲＡが欠陥領域アドレス以後のアド
レスを示すようにＬＲＡを更新する（ステップ１９０６）。
【０１３２】
　ＣＰＵ２５０５は、ＬＲＡの書き換えにより更新した最新のＲＭＤをＲＭＡ９０１に記
録するよう、記録再生制御部２５０３に指示する。記録再生制御部２５０３は、ＲＭＡ９
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０１に更新した最新のＲＭＤを記録する（ステップ１９０７）。
【０１３３】
　本実施の形態によれば、最新のＲＭＤが含むＬＲＡより後続の記録済み領域には、検出
済み欠陥領域が存在しない追記型情報記録媒体が実現される。
【０１３４】
　なお、ステップ１９０１で記録を試みたＲＺｏｎｅ内の最大のアドレスをＬＲＡとした
が、図１８に示すように、ＬＲＡは、ＲＺｏｎｅ内においてＬＲＡの後続の記録済み領域
に検出済み欠陥領域が存在しないアドレスであればよい。
【０１３５】
　本発明の実施の形態３によれば、最新のＲＭＤが含むＬＲＡより後続の記録済み領域に
検出済み欠陥領域が存在しない。このため、記録済み領域と未記録領域との境界の探索処
理が１回で済むため、ＮＷＡを検出する時間が短縮できる。またこの更新方法により、図
１８に示したデータ構造の追記型情報記録媒体が実現される。
【０１３６】
　なお、実施の形態３では、欠陥を検出した後、欠陥領域アドレスをＤＦＬに追加し、最
新のＤＭＳをＤＭＡに記録したが、単に欠陥を検出した後にＬＲＡを更新しさえすれば、
ＬＲＡより後続の記録済み領域には検出済み欠陥領域が存在しないＬＲＡが最新のＲＭＤ
に含まれるのは明らかである。
【０１３７】
　また、更新した最新のＲＭＤとＤＭＳの記録は、記録再生装置から媒体が排出されるま
でに行われればよく、装置内部に更新した値を保持しておき、排出するまでにＲＭＡやＤ
ＭＡに記録してもよい。
【０１３８】
　（実施の形態４）
　図２０は、実施の形態４における追記型情報記録媒体２０００を示す図である。追記型
情報記録媒体２０００は、データ領域９０３と、記録管理情報および欠陥管理情報を記録
するためのＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１と、欠陥領域の交替先であるスペア領域２００３を備
える。データ領域９０３が備える複数のＲＺｏｎｅの記録状態を示す情報がＲＭＡ＋ＤＭ
Ａ２００１に記録される。なお、スペア領域２００３は追記型情報記録媒体９００にも含
まれる。
【０１３９】
　図２１は、ＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１のデータ構造を示す図である。ＲＭＡ＋ＤＭＡ２０
０１には、ＲＭＤとＤＭＳとを組み合わせた情報である複数のＲＭＤ＋ＤＭＳ２０１１、
２０１２、２１００が記録されている。ＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１は領域の先頭から順にＲ
ＭＤ＋ＤＭＳを記録するため、未記録領域２０１４の直前に最新ＲＭＤ＋ＤＭＳ２１００
が記録されることになる。最新ＲＭＤ＋ＤＭＳ２１００は、ＤＤＳ２１３０とＤＦＬ２１
１０とＲＭＤ２１２０とを含む。ＤＤＳ２１３０は、ＲＭＤ２１２０とＤＦＬ２１１０と
の先頭位置を示すポインタ２１３１、２１３２を含む。ＤＦＬ２１１０は、検出された欠
陥領域の欠陥領域アドレス１１１１、１１１２と、その欠陥領域と交替してデータを記録
したスペア領域内の位置のアドレスを示す交替先アドレス２１１１、２１１２とを含む。
ＲＭＤ２１２０は、ＬＲＡ１００１、１００２、１００４を含む。
【０１４０】
　図２２は、追記型情報記録媒体２０００が装着されてから記録動作を開始するまでに、
記録再生装置２５００が行う処理の一例を示すフローチャートである。
【０１４１】
　ステップ２２０１で、ＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１から最新のＲＭＤ＋ＤＭＳを読み出す。
【０１４２】
　ステップ１２０２で、ステップ２２０１で読み出したＲＭＤ＋ＤＭＳを参照し、記録可
能なＲＺｏｎｅ内のＮＷＡを探索する。ＮＷＡは、実施の形態１の図１４や実施の形態２
の図１６に示した処理手順などにより決定される。
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【０１４３】
　図２３は、図２２のステップ２２０１の処理の一例を示すフローチャートである。
【０１４４】
　ステップ２３００で、ＣＰＵ２５０５は、記録済み領域と未記録領域との境界の探索を
開始する探索開始アドレスとして、ＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１の先頭アドレスを指定する。
【０１４５】
　ステップ２３０１で、探索部２５０４は、探索開始アドレスから探索を開始し、記録済
み領域と未記録領域との境界を検出する。
【０１４６】
　ステップ２３０２で、ＣＰＵ２５０５は、検出した境界直後の未記録領域のアドレスが
ＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１の先頭アドレスと一致するか否か判別する。一致しない場合、Ｒ
ＭＤ＋ＤＭＳが記録されていると判断でき、ステップ２３０３に進む。一致する場合、Ｒ
ＭＤ＋ＤＭＳが記録されていないと判断でき、ステップ２３０４に進む。
【０１４７】
　未記録領域の直前の領域に記録されたＲＭＤ＋ＤＭＳが最新のＲＭＤ＋ＤＭＳ２１００
である。ステップ２３０３で、記録再生制御部２５０３は、検出した境界直前の領域に記
録されたＲＭＤ＋ＤＭＳ２１００を読み出し、ＣＰＵ２５０５は、最新ＤＦＬ２１１０と
最新ＲＭＤ２１２０とをバッファ２５０６に格納する。
【０１４８】
　ステップ２３０４（ＲＭＤ＋ＤＭＳは記録されていない）では、ＣＰＵ２５０５は、例
えば、追記型情報記録媒体２０００を新品ディスクと判断し、その新品状態を示すフラグ
と、欠陥領域アドレスが０を示す初期状態のＤＭＳを生成し、バッファ２５０６に格納す
る。
【０１４９】
　図２４は、ＲＭＡ＋ＤＭＡに更新したＲＭＤ＋ＤＭＳを記録する方法の一例を示すフロ
ーチャートである。
【０１５０】
　ステップ１９０１で、ＣＰＵ２５０５は、記録を試みたＲＺｏｎｅ内の最大のアドレス
をＬＲＡとする。
【０１５１】
　ステップ１９０２で、記録再生制御部２５０３は、ユーザデータの記録中に欠陥を検出
したかどうか判別する。欠陥を検出しなかった場合は、ステップ２４０３に進む。
【０１５２】
　ステップ１９０２で欠陥を検出した場合は、ＣＰＵ２５０５は、検出した欠陥領域に記
録予定であったデータを交替先のスペア領域に記録する交替処理を行うよう、記録再生制
御部２５０３に指示する。記録再生制御部２５０３は交替処理を実行する（ステップ２４
０１）。
【０１５３】
　ステップ２４０２で、ＣＰＵ２５０５は、検出した欠陥領域のアドレスを欠陥領域アド
レスと設定し、その領域のデータを交替して記録したスペア領域の位置のアドレスを交替
先アドレスと設定し、それらのアドレスをＤＦＬ２１１０に追加することによりＤＦＬ２
１１０を更新する。
【０１５４】
　ステップ２４０３で、記録再生制御部２５０３は、更新したＤＦＬおよび更新したＬＲ
Ａを含む最新のＲＭＤ＋ＤＭＳをＲＭＡ＋ＤＭＡ２００１に記録する。
【０１５５】
　なお、図２４に示す処理においても、図１９に示すステップ１９０５および１９０６を
実行してもよい。この場合、ＬＲＡより後続の記録済み領域には、検出済み欠陥領域が存
在しないＬＲＡが、ＲＭＡ＋ＤＭＡの最新ＲＭＤ内に含まれることになる。
【０１５６】
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　最新のＲＭＤが含むＬＲＡより後続の記録済み領域に、検出済み欠陥領域が存在しない
ことにより、記録済み領域と未記録領域との境界の探索処理が１回で済む。このため、Ｎ
ＷＡを検出する時間が短縮できる。またこの更新方法により、最新のＲＭＤが含むＬＲＡ
より後続の記録済み領域に、検出済み欠陥領域が存在しない追記型情報記録媒体が実現さ
れる。
【０１５７】
　実施の形態４では、ＤＦＬとＲＭＤをまとめてＲＭＡ＋ＤＭＡに記録しているので、Ｄ
ＦＬとＲＭＤが別々の場合と比べ、領域の利用効率がよい。また、最新のＤＭＳと最新の
ＲＭＤを読み出す際の記録済み領域と未記録領域との境界の探索処理が１回で済むため、
処理時間が短縮できる。
【０１５８】
　なお、実施の形態４では、欠陥を検出した後、欠陥領域のデータをスペア領域に記録し
、交替先アドレスをＤＦＬに追加したが、単に欠陥を検出した後にＬＲＡを更新しさえす
れば、ＬＲＡより後続の記録済み領域には検出済み欠陥領域が存在しないＬＲＡが最新の
ＲＭＤに含まれるのは明らかである。
【０１５９】
　実施の形態１～４で説明したように、記録再生装置２５００は、記録可能領域を探索す
る方法、および記録管理情報を更新する方法を実行する。
【０１６０】
　尚、記録再生制御部２５０３、探索部２５０４、ＣＰＵ２５０５、バッファ２５０６、
内部バス２５０７は典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現される。これらの構成要
素は個別に１チップ化されても良いし、一部又は全てを含むように１チップ化されても良
い。
【０１６１】
　ここでは、集積回路をＬＳＩと呼んだが、集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ
、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０１６２】
　また、本発明の集積回路はＬＳＩに限るものではなく、専用回路又は汎用プロセッサで
実現してもよい。ＬＳＩ製造後にプログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設
定を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロセッサーを利用しても良い。
【０１６３】
　さらには、半導体技術の進歩又は派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路化
の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。バ
イオ技術の適応等が可能性としてありえる。
【０１６４】
　なお、本発明の実施の形態は一例であって、本発明の趣旨に一致する限り、どのような
データ構造およびアルゴリズムであっても構わない。
【０１６５】
　また、例えば、ＤＦＬやＲＭＤは、固定長、可変長のいずれであってもよい。
【０１６６】
　また、例えば、ＤＤＳは記録済み領域終端位置に記録される必要は無い。
【０１６７】
　また、例えば、ＲＭＤとＤＦＬとの記録順序はどちらが先でも構わない。
【０１６８】
　また、例えば、最新のＤＭＳを見つけてから最新のＲＭＤを見つけてもよい。
【０１６９】
　また、例えば、多重化するために、同一内容の複数のＲＭＡ、ＤＭＡを複数箇所に記録
してもよい。
【０１７０】
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　また、例えば、ＲＭＡ、ＤＭＡを複数個設けて、順番に使ってもよい。
【０１７１】
　また、例えば、欠陥を検出した場合、欠陥領域のデータをスペア領域に記録してもよい
し、しなくてもよい。
【０１７２】
　また、例えば、スペア領域への交替処理とＤＦＬの追加処置とはどちらが先でも構わな
い。
【０１７３】
　また、例えば、交替処理を行なわないならば、スペア領域はなくてもよい。
【０１７４】
　また、例えば、ＲＭＤやＤＦＬの先頭位置が記録終端から所定の位置に記録されている
ならば、それぞれの先頭位置を示すポインタが記録されていなくてもよい。
【０１７５】
　また、例えば、ＤＦＬが含む欠陥領域アドレスや交替先アドレス、ＲＭＤが含むＬＲＡ
や範囲情報は、所定のデータフォーマットで配置されればよく、図１５や図２１のデータ
フォーマットに限定されるものではない。
【０１７６】
　また、例えば、記録済み領域と未記録領域とを判別する方法は、図６の判別方法に限定
されるものではない。例えば、再生したデータに誤り訂正を行い、訂正限界を超えるか否
かで判別してもよい。例えば、データに含まれるアドレス情報が正常に取得できるかどう
かで判別してもよい。例えば、再生信号の品質を表すジッタ値や、ＭＬＳＥ（Ｍａｘｉｍ
ｕｍ　Ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｅｒｒｏｒ）などを用いて判別しても
よい。
【０１７７】
　本発明の一局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する装置が
提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と、
前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記デ
ータ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なくと
も一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備え
る。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済
み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出され
た場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含む
。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報記録媒体か
らの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型情報記録媒
体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探索部の動作
を制御する制御部とを備える。前記探索部は、所定のアドレスを基準として前記未記録領
域を探索する。前記制御部は、前記探索した結果に基づいて前記記録可能領域の候補を示
す候補アドレスを設定し、前記候補アドレスと一致するアドレスを示す欠陥領域アドレス
が前記欠陥管理情報内に存在するか否かを判定する判定処理を行う。前記候補アドレスと
一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在すると判定された場合には、前記探
索部は前記候補アドレスより後のアドレスを基準として他の未記録領域を再探索し、前記
制御部は前記再探索した結果に基づいて前記候補アドレスを再設定して前記判定処理を行
う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在しないと判
定された場合には、前記制御部は、前記候補アドレスが示す領域を前記記録可能領域に決
定する。
【０１７８】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する装置
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
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とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報記録媒体
からの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型情報記録
媒体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探索部の動
作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲
内に少なくとも一つの欠陥領域が存在する場合に、前記所定の記録範囲内に存在する前記
少なくとも一つの欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領
域アドレスを検出する。前記制御部は、前記検出された欠陥領域アドレスと、前記所定の
記録範囲内の記録済み領域を示す記録済み領域アドレスとの両方よりも後のアドレスを、
記録可能領域の候補を示す候補アドレスに設定する。前記探索部は前記候補アドレスを基
準として未記録領域を探索し、前記制御部は検出された未記録領域を記録可能領域に決定
する。
【０１７９】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新する装置が提供される。前記追記型情
報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備える。前記記
録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済み領域アド
レスを含む。前記装置は、前記追記型情報記録媒体への情報の記録および前記追記型情報
記録媒体からの情報の再生のうちの少なくとも一方を実行するためのヘッド部と、追記型
情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するための探索部と、前記ヘッド部および前記探
索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ領域のうちの所定の
記録範囲内に欠陥領域が存在するか否かを判定する。前記制御部は、前記所定の記録範囲
内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示
す記録済み領域アドレスが、前記欠陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示すように、
前記記録管理情報を更新する。
【０１８０】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記制御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前
記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する。
【０１８１】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索するため
の集積回路が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデ
ータ領域と、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領
域と、前記データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出さ
れた少なくとも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理
領域とを備える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも
一つの記録済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領
域が検出された場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域ア
ドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するため
の探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記探索部は、所定のアド
レスを基準として前記未記録領域を探索する。前記制御部は、前記探索した結果に基づい
て前記記録可能領域の候補を示す候補アドレスを設定し、前記候補アドレスと一致するア
ドレスを示す欠陥領域アドレスが前記欠陥管理情報内に存在するか否かを判定する判定処
理を行う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥領域アドレスが存在する
と判定された場合には、前記探索部は前記候補アドレスより後のアドレスを基準として他
の未記録領域を再探索し、前記制御部は前記再探索した結果に基づいて前記候補アドレス
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を再設定して前記判定処理を行う。前記候補アドレスと一致するアドレスを示す前記欠陥
領域アドレスが存在しないと判定された場合には、前記制御部は、前記候補アドレスが示
す領域を前記記録可能領域に決定する。
【０１８２】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索するため
の集積回路が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデ
ータ領域と、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領
域と、前記データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出さ
れた少なくとも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理
領域とを備える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも
一つの記録済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領
域が検出された場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域ア
ドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索するため
の探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前記データ
領域のうちの所定の記録範囲内に少なくとも一つの欠陥領域が存在する場合に、前記所定
の記録範囲内に存在する前記少なくとも一つの欠陥領域のうちの最も後ろに位置する欠陥
領域のアドレスを示す欠陥領域アドレスを検出する。前記制御部は、前記検出された欠陥
領域アドレスと、前記所定の記録範囲内の記録済み領域を示す記録済み領域アドレスとの
両方よりも後のアドレスを、記録可能領域の候補を示す候補アドレスに設定する。前記探
索部は前記候補アドレスを基準として未記録領域を探索し、前記制御部は検出された未記
録領域を記録可能領域に決定する。
【０１８３】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新するための集積回路が提供される。前
記追記型情報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備え
る。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済
み領域アドレスを含む。前記集積回路は、追記型情報記録媒体のうちの未記録領域を探索
するための探索部と、前記探索部の動作を制御する制御部とを備える。前記制御部は、前
記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存在するか否かを判定する。前記制
御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記所定の記録範囲
内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレスが、前記欠陥領域を示すアドレス以
後のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新する。
【０１８４】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記制御部は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前
記欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新する。
【０１８５】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する方法
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記方法は、所定のアドレスを基準として前記未記録領域を探索するステップと、前
記探索した結果に基づいて前記記録可能領域の候補を示す候補アドレスを設定し、前記候
補アドレスと一致するアドレスを示す欠陥領域アドレスが前記欠陥管理情報内に存在する
か否かを判定する判定処理を行うステップと、前記候補アドレスと一致するアドレスを示
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す前記欠陥領域アドレスが存在すると判定された場合には、前記候補アドレスより後のア
ドレスを基準として他の未記録領域を再探索し、前記再探索した結果に基づいて前記候補
アドレスを再設定して前記判定処理を行うステップと、前記候補アドレスと一致するアド
レスを示す前記欠陥領域アドレスが存在しないと判定された場合には、前記候補アドレス
が示す領域を前記記録可能領域に決定するステップとを包含する。
【０１８６】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体のうちの記録可能領域を探索する方法
が提供される。前記追記型情報記録媒体は、ユーザデータを記録するためのデータ領域と
、前記データ領域の記録状態を示す記録管理情報を記録するための記録管理領域と、前記
データ領域において少なくとも一つの欠陥領域が検出された場合に前記検出された少なく
とも一つの欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域とを備
える。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録
済み領域アドレスを含む。前記欠陥管理情報は、前記少なくとも一つの欠陥領域が検出さ
れた場合に前記少なくとも一つの欠陥領域を示す少なくとも一つの欠陥領域アドレスを含
む。前記方法は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に少なくとも一つの欠陥領域
が存在する場合に、前記所定の記録範囲内に存在する前記少なくとも一つの欠陥領域のう
ちの最も後ろに位置する欠陥領域のアドレスを示す欠陥領域アドレスを検出するステップ
と、前記検出された欠陥領域アドレスと、前記所定の記録範囲内の記録済み領域を示す記
録済み領域アドレスとの両方よりも後のアドレスを、記録可能領域の候補を示す候補アド
レスに設定するステップと、前記候補アドレスを基準として未記録領域を探索し、検出さ
れた未記録領域を記録可能領域に決定するステップとを包含する。
【０１８７】
　本発明の別の局面によれば、追記型情報記録媒体が備えるユーザデータを記録するため
のデータ領域の記録状態を示す記録管理情報を更新する方法が提供される。前記追記型情
報記録媒体は、前記記録管理情報を記録するための記録管理領域をさらに備える。前記記
録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの記録済み領域アド
レスを含む。前記方法は、前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存在す
るか否かを判定するステップと、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合に
は、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレスが、前記欠
陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示すように、前記記録管理情報を更新するステッ
プとを包含する。
【０１８８】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。前記方法は、前記所定の記録範囲内に前記欠陥領域が存在する場合には、前記
欠陥領域を示す欠陥領域アドレスを含むように前記欠陥管理情報を更新するステップをさ
らに包含する。
【０１８９】
　本発明の別の局面によれば、ユーザデータを記録するデータ領域と、前記データ領域の
記録状態を示す記録管理情報を記録する記録管理領域とを備えた追記型情報記録媒体が提
供される。前記記録管理情報は、少なくとも一つの記録済み領域を示す少なくとも一つの
記録済み領域アドレスを含む。前記データ領域のうちの所定の記録範囲内に欠陥領域が存
在する場合に、前記所定の記録範囲内の記録済み領域の後端を示す記録済み領域アドレス
が、前記欠陥領域を示すアドレス以後のアドレスを示す。
【０１９０】
　この発明の一実施形態において、前記追記型情報記録媒体は、前記欠陥領域が存在する
場合に前記欠陥領域を管理するための欠陥管理情報を記録するための欠陥管理領域をさら
に備える。
【産業上の利用可能性】
【０１９１】
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　本発明によれば、検出した未記録領域と欠陥領域とが一致するか否か判別することによ
り、欠陥領域を誤って記録可能領域と判別することがない。このため、正常な記録領域に
常に情報を記録することができる。
【０１９２】
　また、本発明によれば、所定の記録範囲の最終記録アドレスより後続の記録済み領域に
は、検出済み欠陥領域が存在しない追記型情報記録媒体が実現される。本発明によれば、
最新の最終記録アドレスが常に欠陥領域以後の記録済み領域を示すアドレスとなる。これ
により、記録済み領域と未記録領域の探索処理を１回にすることができ、記録可能領域を
決定する時間が短縮できる。
【０１９３】
　また、本発明によれば、欠陥リストや記録状態を示す情報の先頭位置を示すポインタを
追記型情報記録媒体が含む。このことにより、ＲＭＤやＤＭＳの長さを可変長にでき、領
域の利用効率がよくなる。
【０１９４】
　また、本発明によれば、ＲＭＤとＤＭＳとをまとめて記録することにより、最新のＲＭ
ＤとＤＭＳとを読み出すときに、記録済み領域と未記録領域の探索処理が１回で済み、処
理時間を短縮できる。
【０１９５】
　このように、本発明は、追記型情報記録媒体への情報の記録および追記型情報記録媒体
からの情報の再生を行う技術分野において得に有用である。
【０１９６】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、これらの実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲
によってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具
体的な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲
を実施することができることが理解される。
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